
国語
国語では、「読むこと」に関する領域で課題がみられる。これは、目的に応じて要約したり考え

を書いたりする記述式の回答に慣れることが必要で、授業の中に意図的に取り入れるとともに、文

字数を決めて書くといった短作文の活動に継続的に取り組むことで改善を図る。

令和４年度全国学力・学習状況調査結果から

本校の学習状況について（テスト問題より） Ｎｏ．１

【本校児童の正解率が

高かった問題】

（本校７１．７％）

・登場人物の行動や気

持ちなどについて叙述

を基に捉える。

【本校児童の正解率

が高かった問題】

（本校９１．３％）

・話し言葉と書き言

葉との違いを理解す

る。

【本校児童の正解率が低

かった問題】

（本校６０．９％）

・登場人物の相互関係に

ついて、描写を基に捉え

る。

【本校児童の正解率が

低かった問題】

（本校１７．４％）

・文章に対する感想や

意見を伝え合い、自分

の文章のよいところを

見つける



算数では、変化と関係領域（割合）の定着に不十分な点がみられる。課題であった図形領域で

は改善が見られるが、プログラミングの充実が必要である。また、記述式の正答率が低いことか

ら、説明や考えを示す記述を計画的に取り入れたノート指導の充実を図る。

算数
令和４年度全国学力・学習状況調査結果から

本校の学習状況について（テスト問題より）

Ｎｏ．２Ｎｏ．２

【本校児童の正解率が高かった問題】（本校７６．１％）

・二つの数の最小公倍数を求めることができる。

【本校児童の正解率が高かった問

題】（本校７３．９％）

・百分率で表された割合を、分数

で表すことができる。

【本校児童の正解率が低かった問

題】（本校１０．９％）

・示された場面のように、数量が

変わっても割合は変わらないこと

を理解している。

【本校児童の正解率が低かった問題】（本校２８．３％）

・伴って変わる二つの数量が比例の関係にあることを用いて、未知の数量

の求め方と答えを記述できる。



理科では、実験や観察に対する関心が高く、基本的な内容の定着が見られる。問題形式では

選択式だけでなく、短答式にも高い正答率を示している。記述式の問題形式に課題が見られる

ことから、見通しに対する予想、結果に対する考察等を授業の中で意識的に書かせる活動を取

り入れていく。

理科令和４年度全国学力・学習状況調査結果から
本校の学習状況について（テスト問題より）

Ｎｏ．３

【本校児童の正解率が高かった問題】（本校８４．８％）

・問題を解決するために必要な観察の視点を基に、問題を

解決するまでの道筋を構想し、自分の考えをもつことがで

きる。

【本校児童の正解率が高かった問

題】（本校８４．８％）

・メスシリンダーという器具を理

解している。
【本校児童の正解率が低かった問

題】（本校２３．９％）

・日光は直進することを理解して

いる。

【本校児童の正解率が低かった

問題】（本校３７．０％）

・実験で得た結果を、問題の視

点で分析して、解釈し、自分の

考えをもつことができる。


